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静岡地学 79号 (1999)

5召*

1 .はじめに

う地震には次の 3つのものがある o (1 

①駿河湾の真中をほぼ南北に通る駿河トラフ~南海トラフ沿いのフィリピン海のプレートユーラシア

プレートの境界で起きる地震 (1944年の東南海地震 M7.9なめと相模湾にある相模トラフ沿いの

フィリピン海プレートと北米プレートの境界で起きる地震(1923年の関東大地震 M7.9など)があり、

駿河湾トラフでは東南海地震によって「ひず、みエネルギーjの一部が放出されたが、残りのエネノレギー

が f東海地震 iとなって放出されると考えられている O

②駿河トラフから陸側のユーラシ

して起きる M6クラス v./rL::t同九

は 1974年には

トの下に沈み込んだアィリピ

1935年、 1960

レートが変形し

しユる O
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るの している o 1930 

どはこの力によっ
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に大き
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した様な火事場の黒こげとなった布団が水に膨れ上がって積んである O

ている O その東側の二階家が 3軒、 1階はペチャンコとなり、 2

の階下からよくも逃れる事ができたものだ。案の定、ここで死者が 1

はゴーと音がしたと思うと、忽ちぐらぐらときて 2

との交主点に達する o ( 

何に激しかったかを物語っている O

の西側に ると O き散ら

によろけ出し

こった。 ユl

っている O こ

いる O この辺の人の話で

とのことである O

い。少なくとも

れから 95m つにカーブの所か

し

くなる O 勿論、家は額いているが。(

〉は新しいもの し る)

以上のよう で

口付近の高松から 開が大き

けました。
111 V き方)

は5吉宗010 1日 11 (~~き方) IV VI 

5 、北 350

雪 .40

の さ G 図2

え女合める(図 1のCら

根を破った

と品物

きとなったヒシャゲタ

つ

という貼紙が出ている o (中略)

の東側の家は形もない位に壊れて仕

っている O 出張所も前のめりになって、階

下のガラス障子は皆中央から折れているが、

ガラスはひびも入っていない。 南側も

1軒もたし

としている、く

す

カヨ、

と

ある O この

ら画然とし

る(同図D)。カ

るO つまり

300mの2つ

の100m

と

もくなって傾い

ブからこの所まで 3001TI

以東の約 4001TIと

の

ど

である o (中略)

し

入ると、

傾いたのが散見する
、

れ
什
/

O O 

こじ開けて中の品物を出している人たちがいる O 見る

るO 今日からお盆ではないか。電柱には「お盆日延べJ

l 

ら
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静問地学 79号(19的)

~7 kmを震源として起きた M6.4の地震で震度分布は図 2のようである O この地震による静岡県中

部地区の被害は次の表 1のようである O

この表によれば、静荷市、清水市など 2市 10村(当時)で死者 9入、負傷者 299入、住家全壊 363

l 

(1935年 7月15B正午現在:内務省警保局調べ)

i足分
3iEつ人-1[-

lI.t ~W 家足(総数) 損主主見肢iilli鵠
1¥1¥ il1111r村}}ぜ プi::峻:'V: .ej~ 区別全壊 半壊 ドj
i'fltれ，)rli 8 2 .1 8 207 .1 548 住家 237 1 4: 1 2 .1， 056，505 
じたU}1¥Ii) JIEf.1:家 372 1 04:2 350， a35 
'1iJ交付 B '7 :3 .1. 5 .1 北京 7 3 151 57，704 

以lo{J:*、 4 7 9 7 1 9， 2 3 5 
ii'J;;}くiIi 1 6 8 6 8 3 .1 3 {j~家 5 3 263 145，974 
(JIt:c }J;( ml) .) I~往家 28 .1 0 3 282，591 
flllniliH 11 i.t家 1 200 

JI;出家

P.Jilll村 {主家

JI::住家 2 2 300 
MfJJi(村 住家

JI.:{E家 l .1 0 I 
iiIj 古I~H 1 住家 1 150 

JI~{主家 i i 150 
四五~tJ 1 51 1.主家 2 300 

邦生家 1 100 
問河内{'j' ]住家

(;怠太tlI¥) す1，住諜 1 20 
Jl~latìH 1 柁家

す1;住家

L江主主W:N 2 住家

JH主家
1"(iJfllli'J 1 住家

31;注家

腕 3631880l，260833l
合 111同 9129 914 3 912 0 2 顎451112 71 652，7tl1 

711・ 8.1 413 0 7 71 1， 9 1 3， 5 7 4 
viii ;.与 し外に静i司i1iに家法全焼 1，平地 2 、 m:~ 1 7， 5 0 0 I与，指紋.13 9陣。

2.道路、措紫、港湾その{患の1ft詳広大なるよも込

[f 

るO につい し ること るの お、

7. 

3. 

棟、半壊 1，830棟、非住家 451

棟、半壊 1，247棟と道路、清

水港などの被害が出た。

(注)その後の市町村合併で、

は静関市と清水市に分

され、袖師村、飯田村、

部村、西河内村は清水市に、

は静岡市に、広幡村は

に合併、岡部村 町に

つ1'-0 

これら

とその中間部地域

さ 12~13 km、 i福 7~8

kmの狭い範開ι摂られ、し

かもこの地域内でも

-.，.. 
<..ザI
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になど幻つ
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松、

これら

し傾き、

も

路のJI

所にも

3つ

20 {毘ばかり

より 1~3m 高い)

に割れてい

の跡が認められた。最も

300m っしいたO まtl..-、

る

根が東側へ倒壊し、石灯寵は全部東方へ倒れたO

220

北に投げ出されており、この寺の裏の墓石は大半は同様な方向に倒れ、まれ

倒れたものもあり、回転したものは反時計廻り(左廻り)だった。

た。この小学校の前の東西の道路に

がかなりあった。 ったときの盛り土、その他の地形的影響

に 2 あり、宮川で

メント したもの) ら3分の 2位の所 きてい 11..-0

24 

け

は少

にも

30 

している

し

16
0

北、

(南 30
0

酉位)

と推定される O

し〉

れる O

(セ

レン



静問地学第 79号 (1999)

傾き、倒れたものが数カ所あった。宮Jl!より大谷間の道路より茜へ 15m位のイモ焔(10坪 33m2位)

の中間に亀裂があり、南北に 1m 8"幅 6cm位だった。宮J11から静岡一高松道路へ連絡する西南西

る小道を 200m程行った所の濯灘用の小JlI(水無し、幅 1m位、ほぽ北北西に位置している)の

南側のコンクリートの護岸壁(厚さ 15cm、高さ 2~3 m)の西鶴のものは異常はなかったが、東側

のものは西側に倒れていた。亀裂は小Jflの傍路上によく現れ、大きいものでは幅削 cm位だ。地元の

人によればこれより西ヘ 300m位の大谷川の)11辺にも亀裂は相当できているとのことだ。

片山では潰れた家があり、大部分の家は東方へ傾き、堀ノ内でも大部分の家が東方に傾いてた。

小鹿、池田、聖一色は相当の被害があり、

損が目立った。

塀が倒れて子供が 3人死傷した。池田

同大作 2 8 1} 7 I :~2 21. 2 5G.8 
京大n 1. 7 5りγ I:W 1 :1. 1 55.'1 
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51 5 6 73 G.9 8:1.6 
jjZ 511.1 60 8.3 76.7 

lJ.!li守!U .1 0 52 1 11 n.o 55.!} 
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く、屋根の瓦が落ちたり、瓦の破

6.9cm移動した。また、レンガ

た 2m 8の に倒

地域 全壊 、1':場!
下 3 01 1 3 148 。8.8 

j国 1lIj' O n 76 O 11.8. 
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は2 に部れ、 ま に倒れたもれ、

のも少

し、

を聞いた人がいたO

したもの大半

り したものもあった。 池田では住家 1戸、非住家 24戸が倒

2入、軽傷 2人であった。ここでは「地鳴り j

の大破したものは全戸数の 4割位で、円福寺のお塔の 7

いし東方に倒れていた。

しく破れ、 は巴川の支流の後久Jll畔につ

ぶれた

ではほとんどの家が傾き、

り、 に{項いてい 1<....

方炉

L明a・・ 237 1.412 372棟、

60余人を出し

十

きかった地域を含む地図と

したものである O 最も大き

る

50% 

(76.6%) は高松に次ぐ被害である O

次によ記地域より西の地域を見ると、谷津山の南の柚ノ

は3cm沈下し、控に亀裂が入札

る所)の

(国道

l のコンクリート ョイント は

O 日 しん

しく

た。 し、

8間=約 11m、

もの 2個のうち、 1{罷

うじて止まっていたO

られた。

り出し より落した。

ち、他の 1{i屈は東北東に倒れかかり、

西隣の小黒付近には傾い

し、レン

した。八幡神社で

きの戸概は倒れなかった。

2丁目のレンガ工場が倒壊

し

き、その方向は

O 

市内の中心部で

水落町、

し、

内堀と外堀の石垣が共に数カ所崩れ、域内

O 

の石塀が倒壊、

10時ごろ

り除かれた。

O 県庁の正門のレンガ造り

レンガ塀が崩壊した。の門才主は 2

静岡駅近く

で

浅間神社で

し

ものがあった。駅西方の宝台院のレンガ塀が北北東に倒れた。小椋神社

2基が東北東にないし北東に倒壊しいJ八<....駒}噌

2基劉壊し、後の山の所々に南南東~北北東に き、
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3了自の交差点、のレンガ塀が南南西側に倒れた。用宗では軽傷者 4人あり、そのうち、大崩の

に飛び出し竿に当たった者 1人、荷物の下敷きになった者 1人。

は、家が傾き、障子がひずみのために破れ、背後の山地は槌

きく崩れた所が 2カ所あった。大谷川の河口

し、外見上、内部共に相当な被害を

く、同寺裏の墓地では 8割以上は転倒し、そうでない

した。臨済寺では墓石の倒壊が少しあり、瓦も少 O 

所に小山崩れし、そのためにイ

時)の北に当たる中平松の恰泉寺

け、

もの

り

しいものは 180
0

回転、郎ちしくずれて回転し、

も大部分倒れた。

、久能山登り

さ、内内

らしいものは殆ど認められないが、登り口の右手の寺

にはなんらの被害はなかっの古し

が、た

るO た

に近い所の石垣が 5Cln 

10 

る

きと似つ ι 。

にはなんら もないようであ

久能山から日

で削り取ったように

なり、崖の縁に

いう地鳴り

となった。日本平の南側は恰も鋭利な刃物

され、赤肌を現して、扉風を立てたように

ここの旅館で当時の状況を聞くと、最初にゴーと

さしく

いて掠ると、あたり

にある平沢(戸数は 8) 

までの谷に沿う

げられた、という O

たという O 有度山

なし

も破れ

らカ所小さ

した著しい地割があって左右の谷底に向かつて鞍部の

っていた。また、ここの緩傾斜の原形聞が平沢JlIに削り取られた

にも多くの地裂があった(関 5 点)0 この鞍部から沢沿い

に下がる尾根の一部(伺図C点)にも小亀裂があった。池田から切

Dは大きく、

り著しい山崩 (D雪 E)が 2

まで高さ 60m、幅 100m

自の最大幅は 30C111 

はωcmに及んでいた。小鹿からの谷に沿う

m、幅 10m位の馬蹄形の崩れが 2カ所、ここから

と崖崩があった。

り込んだ谷の両側に
、

れ
け
/

している O

食い惑い、

図中F点に高さ

中G点に

図5 @地割

フに切り

1 )静間県沼津測候所 (1935): 

2 )静岡県沼津測候所 (1935): 

3 )中央気象台 (1935) : 

4 )門村浩@田村俊和(1971): 
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